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みんなかがやく！（江東区教育委員会テーマ）

Fellow （なかま） 第４号

～絆げる・絆がる（つなげる・つながる）～
江東区立南砂中学校だより

南中プライド
校 長 近藤 啓太

５月１６日（木）の中央委員会で、校長の提案が討議されました。この日ははずせない会議があ
り、Ｗ先生に（次のようなメモを）託し、各学級委員・委員会委員長に伝えてもらいました。

翌週の生徒朝会で、生徒会長のＦさんから次のような話がありました。

それ以外にも新しい取組が発表されました。新たな発想が生まれたことが素晴らしいです。

満足度調査結果は、生徒会誌「エアメー
ル」で発表されるでしょう。
学校だより３号に次のように書きました。

「今年の運動会は、みんなでスポーツを楽し
む学校行事になります。横断幕をつくることも、応援団も、競技中の声援も、係活動も、準備も後片付け
もみーんなひっくるめてスポーツです」と。それぞれの取組は、各学年通信等に任せますが、私は、
南砂中学校生としての喜びやプライド（誇り）が、生徒一人一人から感じられる運動会だったと思

っています。
「勝って嬉しい 負けても楽しい」運動会
終了しました。

さあ、次いってみよう！

月曜日の朝会で次のような話をしました。
昨年度、南中キャラクター「南太」が誕生しました。また現在、美術部が正門付近を飾るパネルを作

成していると聞いています。学校のために何か行動をすることは、喜びや誇りとして、行動した人に返
っていくと思っています。
生徒一人一人が学校生活にかかわることで、皆さんには、南砂中学校の生

徒であることに誇りをもってほしい。その一つが、校歌を高らかに歌うことだ
と考えています。

実は、朝会では話をしませんでしたが、もう一つ、考えたことがあります。
毎朝、校旗を生徒会役員が交代で揚げていますが、私は「校旗の揚げ降ろし」を生徒会役員だけで

やるのはもったいないのではと思っていました。なるべく多くの生徒がかかわったらどうだろう？
今回の中央委員会でこの件について検討してください。
ただし、次のような心配が発生します。揚げ忘れや、降ろし忘れが生じること。校旗が揚がらず地域

の方が心配されること。ですから、安易な気持ちでは決められません。
私は中央委員会での話し合いの結果を尊重します。校旗の揚げ降ろしをこれまで通りにしても、ま

た別のやり方になっても、生徒が決めることに意義があると思っています。
これ以外にも、南中のためになるのではないかと思いついたことがあれば、この中央委員会で話

し合い、ここ中央委員会から全校生徒に発信してください。

○校旗の掲揚について、次のように決めました。
・校旗は月毎に全委員会が当番で行う。 ・委員会の中で揚げる人を分担する。
・８時15分までに揚げ、委員長が確認する。 ・揚げられていない場合は委員長が揚げる。
・雨天時は揚げない。 ・次の生徒朝会から始める。

○運動会の満足度を７割以上にする（満足度アンケートを実施）。
・競技間の準備時間にクイズをする。 ・クイズは放送委員が読む。
・応援団の応援時に手拍子をお願いする。 ・手拍子の方法を動画にしClassroomにあげる。
・応援グッズをつくり、応援席に配布する。 ・不要になったうちわを寄付してもらう。

○「提出物だそう」運動を行う。
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明日は南中４８歳のバースデイ！

６月４日は開校記念日です。なぜこの日になったのかはもう少し調べてみないとわかりません。
今年４８歳で、１年生が３年生になった時に５０歳を迎えます。その時にはけっこう大きなイベン
ト（５０周年式典）をすることになります。まだ先の話ですが、どんな式典ができるかを生徒と一
緒に考えていきます。１年生には重大な役割があるのです！
それはさておき、話は学校だより２号で記載した内容に戻ります。

（あらすじ）校歌や標準服のエンブレムにもなっているハナミズキが瀕死の重体ではないかと心配
した近藤校長は、地域学校協働本部コーディネーターのＳさんの紹介で、地域のＯさんに診断して
いただくことに。ところが当日には元気に開花し、環境ともにバッチリと言われ、何とも複雑な気
分になるのであった。また、Ｏさんから「ここは昔汽車の工場だった」と聞いた校長はネット検索
し、「鉄道チャンネル」というサイトでそのことを詳しく知るのであった。

ちなみに、「私たちのまち江東区」Ｐ．26、27にも同様のことが記載されています。

はなみずき創立 5 周年記念号には、開校記念植樹の写真
があります（左写真）。おそらく、はなみずきでしょう。

また、校歌を作曲した音楽教師の降旗耀子先生の文章も
ありました。一部を紹介します。

校歌は、昭和 53年 2月 21日に制定されました。授業をしながら、校歌の作曲という重責を負い、
計り知れないご苦労があったことでしょう。大切に歌い継いでいきたいですね。

（お知らせ）
『学校・家庭・地域が絆がるコーナー』（新設）では、学校だよりや学校教育活
動全般についてのご意見・ご感想を募集します。右のＱＲコードを読み取ってお寄
せください。（５号では運動会アンケートを掲載します）

汽車製造は、渋沢栄一らの援助を受け、1896（明治29）年に大阪に設立した汽車製造合資会社
がルーツ。この東京製作所でつくられた車両は総武線支線（越中島貨物線）につながる専用線を
経て、1km北にある小名木川駅から各地へ運ばれた。小名木川駅は2000年に廃止し、その跡地に
はいまアリオ北砂が入り、ファミリーでにぎわっている。（鉄道チャンネル2021.02.26から引用）

左は 1947年
戦後間もなく
南砂中が誕生する３０年前

右は 1979年
新築当初（2 歳）の南砂中
南砂小はまだありません

《国土地理院地図から引用》

４年前、南砂中に転勤が決まった時、やはり教科の関係でしょうか？新設校となると「校歌」も当然
ないわけですから、きっと作曲しなければならぬ立場になるだろう･･･という使命感のようなものと、
その覚悟のようなものとが入り交じった気持ちでした。たった２学年９クラスしかないこの学校の雰囲
気をどんなふうに表現したらいいのだろうか？そして、これから先、何年も続けて歌ってもらうような
曲が、果たして私にできるだろうか？ （降旗耀子先生 調布市立第五中学校教諭 当時）


